
 

 

 

 

平成 27 年４月 10 日 

各   位 

会 社 名 株 式 会 社  さ い か 屋 

代 表 者 取締役社長兼 

     社長執行役員  岡本 洋三 

     (コード番号 8254 東証第２部) 

問合せ先 執 行 役 員 

     経 理 部 長  古性 武志 

        (TEL. 044-211-3157) 

平成 27年２月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 

平成 27 年１月 13 日に公表いたしました平成 27 年２月期通期（連結・個別）業績の予想と実績に差異が

生じましたのでお知らせします。 

記 

１． 平成 27 年２月期通期業績予想の差異（平成 26 年３月１日～平成 27 年２月 28 日） 

（1）連結業績予想数値の差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

35,000 
百万円 

440 
百万円 

290 
百万円 

3,300 
円 銭 

105.71 

今回実績（Ｂ） 35,223 544 402 3,059 98.01 

増減額（Ｂ-Ａ） 223 104 112 △240  

増減率（％） 0.6 23.8 38.7 △7.3  

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年２月期） 

 
37,703 

 
450 

 
199 

 
104 

 
3.35 

 

（2）個別業績予想数値の差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

34,900 
百万円 

400 
百万円 

250 
百万円 

3,280 
円 銭 

105.07 

今回実績（Ｂ） 35,190 505 364 3,035 97.23 

増減額（Ｂ-Ａ） 290 105 114 △244  

増減率（％） 0.8 26.4 45.7 △7.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年２月期） 

 
37,660 

 
410 

 
162 

 
87 

 
2.81 

 

２．業績予想との差異の理由 

連結業績及び個別業績ともに、川崎店の閉店セール(平成 27 年５月 31 日営業終了)が好調に推移し、

売上高が増加したことによる売上総利益の増加と、ローコストオペレーションの更なる推進による経費

削減等により、営業利益・経常利益ともに前回業績予想を上回る結果となりました。 

また、当期純利益につきましては、川崎店の営業終了にかかわる次年度費用の引当を当期中におこな

ったこと等により業績予想を下回る結果となりました。 

なお、平成 27 年２月期の実績の詳細につきましては、本日公表の「平成 27 年２月期決算短信〔日本

基準〕(連結)」をご参照ください。 

 

 

以上 


